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業務に勤しむ何さん

新日本学院卒業生インタビュー
新日本学院が中国人看護学生2名を迎え入れ始まった外国人看護師育成プロジェクト。
4年目に突入した今年、看護学生の在籍数は90名、会員は8医療法人・10病院に至りました。
現在会員病院では、39名もの日本の看護師資格を持つ中国人看護師が毎日活躍しています。
先輩の頑張っている姿や経験を、後輩たちに紹介し激励するため、1期生である何細妹さん（櫻井病院
看護師）、そして3期生である狄潔瓊さん（高根病院看護師）にお話を伺いました。

第一線で活躍する、新日本学院の先輩に聞きました！
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新日本学院卒業生インタビュー

同僚のみなさんとの花見で楽しむ狄さん（写真右端）。 周辺の自然豊かな環境も大のお気に入り。

櫻 井 病 院高 根 病 院
【名　　称】
 医療法人社団徳風会 高根病院

【所  在  地】
 千葉県山武郡芝山町岩山2308

【代  表  者】
 理事長　高根 宏

【入会年月】
 2014年12月

【名　　称】
 医療法人社団秀仁会 櫻井病院

【所  在  地】
 東京都あきる野市原小宮1-14-11

【代  表  者】
 理事長　櫻井 秀樹

【入会年月】
 2013年12月
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ベトナム人看護師プロジェクト始動
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ベトナム人看護師プロジェクトメンバー

ベトナム人看護師プロジェクト始動
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協会便り
様々な活動の一部をご紹介します

Title     第105回 国家試験合格発表
　3月25日第105回看護師国家試験の合格発表当日、
今年の合格者は、正看護師19名、准看護師5名。
原田会長のご挨拶を始め関係者からの祝福、笑いあり、
涙ありのとてもすばらしい合格発表会となりました。
卒業生は、それぞれの入職先病院で日本の看護師とし
て間もなくスタートとなります。
　この発表会後、卒業パーティーが行われ大盛況
でした。

Title     社員総会
　5月20日昭島市にて社員総会を開催しました。
新たに入会した会員病院も加わり、昨年度の報告と本
年度の進行状況、来年度からの新しい試み等が討議さ
れ承認されました。
　今回は病院関係者として看護部長にもご参加いただ
き、入職者の状況や病院からの要望事項等も聞く事が
出来、今後の運営の参考とする事ができました。

Title 看護クラス  キックオフミーティング
　5月19日 ベトナムからの看護師学生も加わり中国
看護師、ベトナム看護師あわせて総勢90名近くの学
生が一同に会して、今年初めての試みとしてキックオ
フミーティングを開催いたしました。在校生たちに対
して、校長、副校長、協会事務局長、入職先病院の看
護部長（卒業生のプリセプター）から激励の言葉、卒
業生 2名からは入職後の苦労した事等、在校生5名の
決意表明等が行なわれました。
　第2部は、在校生が国境を越えて中国看護、ベトナ
ム看護が会して交流をはかりました。

Title スポーツ大会
　学校全体で行なわれたスポーツ大会では、看護クラ

ス2年生クラスの学生は、中国での看護の経験とこれ

からの日本で看護師として働くという事で日本の看護

師の先生とともに救護班として大活躍！！

　何名かの怪我をした学生や気分が悪くなった学生の

救護を担当し、看護の教師をサポートして、てきぱき

と行動していました。

　ここでは水を得た魚のように生き生きと行動してい

ました。
ム看護が会して交流をはかりました。

ました。
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病 院 会 員 募 集 中 ！
お問い合わせ先  

外国人看護師を採用する病院会員を募集しています。
詳細は下記までお問い合わせください。

一般社団法人 医療人材国際交流協会

日本で老人が電車で席を譲られたと
きに『ありがとう』ではなく 『すみませ
ん』と謝罪の言葉を言う◆「さて、こ
れらの言葉を発した老人はどんな気
持ちなのでしょうか？」…ある授業で
そんな問題を中国人看護師に出し
てみました◆そのお年寄りには席を
譲ってくれた人への感謝の気持ちは
当然ありながらも「私があなたの前
に立たなければあなたは座っていら
れたのに、申し訳ないね。」という思

いやりだということは日本人ならば
わかることです◆中国人があまり自
国で見ることがない日本の習慣の本
質をどの程度理解しているか興味が
ありましたが、意外にもほとんどの学
生が正しく答えることができました◆
相手の気持ちに心を馳せる習慣を
つけることは日本の社会になじむた
めには必要なこと◆こんな授業もコ
ミュニケーションの向上に役立ちそ
うです。　  　      　　　　  （KT）

編集後記

新会員病院紹介
医療法人

瑞穂会

【概　　要】
名　　　称：医療法人瑞穂会
所　在　地：埼玉県川越市中台元町
開　　　設：昭和56年4月
代　表　者：理事長　穂坂邦夫
私達の使命：⃝弱者にやさしい人づくり
　　　　　　⃝弱者が安心して暮らすことが
　　　　　　　できる社会づくり
特　　　色：回復期から在宅までの包括的な医療・介
　　　　　　護・看護・リハビリテーションを展開

【包括的リハビリテーション段階と施設】
・回復期（入院によるリハビリ）
　　・川越リハビリテーション病院
・維持期（療養病棟）
　　・城南中央病院
・自宅復帰への足慣らし
　　・介護老人保健施設  瑞穂の里
　　・介護老人保健施設  志木瑞穂の里
・退院・退所後（在宅の方への看護・介護・リハビリ提供）
　　・グループホームみずほ
　　・サービス付き高齢者向け住宅みずほ
　　・訪問看護・介護、居宅介護支援事業所等

【グループ法人】
学校法人　医学アカデミー
・理学療法学科：理学療法士専門学校
・薬学ゼミナール：薬剤師の国家試験対策予備校
社会福祉法人　さくら瑞穂会
・特別養護老人ホーム　志木瑞穂の森
・特別養護老人ホーム　川越瑞穂の森
　　　　　　　　　　（平成30年4月開設予定）

【入会の動機と協会への期待】
　高度成長期から成熟社会へと大きな転換を迎え、日
本社会は物質的な豊かさから心の豊かさを求める時代
へと変わってきました。このような時代の中で、生き
ていることに誇りを持てる人生を少しでも多くの方々
がつくってほしい。── MIZUHO Groupはそんな願
いをこめて、「生きるしあわせ、すべてのひとに」を
グループポリシーとしています。

　さて、私どもの施設のある埼玉県南西部地域でも、
外国人が増加してきたと感じています。交通手段の発
達、ネットワーク社会の到来により、日本が世界に開
かれて行くことはある意味必然であり、観光客に限ら
ず日本で働く人、日本に住まう人が当然に増加し、日
本人もまたそれらの人たちと共に地域を創っていくこ
とが求められていると考えています。
　そんな折、医療人材国際交流協会の外国人看護師を
招聘する活動を知りました。この活動は、前述の趣旨
に照らして、大変意義深い活動であると思います。私
どもは、その理念に共感し、地域の外国人の方のニー
ズにこたえるためにも、我々の職場においても外国人
看護師を受け入れ、外国人も安心して暮らしていける
地域づくりに貢献してまいりたいと考え、このたび入
会の運びとなりました。
　医療人材国際交流協会には、「生きるしあわせ、す
べてのひとに」という想いに寄り添って私どもと共に
取り組んでいただきたいと期待しています。

医療法人 三矢会

八街総合病院

【概　　要】
名　　　称：医療法人　三矢会　八街総合病院
所　在　地：〒289-1115 千葉県八街市八街ほ137-1
開　　　設：昭和60（1985）年5月15日
代　表　者：理事長・院長　吉永 正承
経 営 理 念：地域医療の充実を目指して
交　　　通：JR総武本線 八街駅北口下車 徒歩15分

診 療 科 目：内科、小児科、胃腸外科、整形外科、　　
　　　　　　脳神経外科、婦人科、皮膚科、泌尿器科、
　　　　　　眼科、耳鼻咽喉科、歯科
救 急 指 定：2次救急   1日の外来数500人
医 療 設 備：CT（16列）、MRI（1.5テスラ）、Ｘ線撮
　　　　　　影装置一般・テレビ、骨塩定量、カウン
　　　　　　ターショック、心電計、超音波診断装置、
          　　血液自動分析装置、聴力検査装置、　　
　　　　　　光干渉断層装置
常勤医師数：18名（非常勤医師数 25名）
病　床　数：191床
　　　　　 （一般120床・回復期リハ40床・療養31床）

【入会の動機】
　看護師が足りないというのは、当院だけではありま
せん。当院としても看護師採用の工夫は、色々な手段
を講じておりますが、思うに任せないのが実情です。
　そんな折りに、日本で看護師になりたいという中国
人看護師がいることを医療人材国際交流協会の広報誌
｢海を越えて｣を拝見して知りました。
　文化・生活習慣の違う日本で看護師として働きたい
という中国人の看護師の応援・支援をすることが出来
るということは有意義だと思い、また、当院の看護師
採用の必要性と合うものと考えた次第です。

【医療人材国際交流協会への期待】
  ｢外国人看護師育成プロジェクト｣標準的スキームで
記載・示されている、来日してからの２年間の教育・
研修プログラムは、充実した内容と思います。
　今後もこのプログラムに添った教育・研修が行わ
れ、看護師としての資格を全員が取得し、日本で看護
師として働き活躍出来るようにお願いします。
　当院としても、充分に力が発揮できる体制を整え
て、出来る限りの支援をするつもりでいます。

理事長：
穂坂邦夫

医療法人瑞穂会
法人看護部長：
山下秀子 リハビリ施設内の様子

勤務室の様子

TEL
042−513−7620

e-mail　kango@iryojinzai.or.jp

担当：吉本、久保木、柿木（かきのき）

FAX
042−530−2455
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